
一般社団法人　あるく　 

児童発達支援・放課後等デイサービス　あるくスマイル 
 

緊急時対応マニュアル 

事故発生の防止及び発生時対応の指針 

（総則） この指針は、放課後等デイサービスあるくスマイルにおける事故を防止し、安　　　全かつ

適切に、 質の高いサービスを提供する体制を確立するために必要な事項を定める。  

（安全管理責任者）  

安全管理・事故対応の責任主体を明確にするため、管理者を安全管理責任者とする。  

（事故発生の防止のための職員研修に関する基本方針）  

　委員会において策定した研修プログラムに基づき、職員に対し年２回「事故発生の防止のため

の研修」を実施するほか、新規採用者がある場合は、その都度、「事故発生の防止のための研

修」を実施する。  

（事故等発生時の対応に関する基本方針） 

 事故等発生時には、別に定める発生時の対応に基づき適切に対処する。  

（報告システム）  

報告システムを以下のとおりとする。 

（1）​ 〈事故報告〉 施設内で事故が発生した場合、当該事故に関与した職員は、応急処置又

はその手配、拡大防止の措置及び報告など必要な処置をした後、速やかに別に定める「事故報

告書」を管理者に提出する。事故報告を受けた職員は、直ちに管理者（管理者が何らかの理由

により不在の場合は、予め定められた順位の者）に報告し、管理者は所要の職員に事故内容を

伝達するとともに対応を指示する。  

 

（2）​ 〈事故報告書〉  

施設内で事故が発生した場合は、関係した職員は別に定める 「事故・ひやりはっと報告書」を作

成し、管理者に報告する。また、「事故・ひやりはっと報告書」は個人情報保護に配慮した形で取

りまとめの上、関係職員で共有し、事故、紛争の防止に積極的に活用する。なお、ひやり･はっと

事例を提出した者に対し、当該報告を提出したことを理由に不利益処分を行わない。  

（職員の責務） 

 職員は日常業務において安全と安心を確保するために、利用者との信頼関係を構築するととも

に、事故の発生の防止に努めなければならない。  

（附則） このマニュアルは、令和4年8月1日から施行する。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故の発生防止と発生時の対応策 

≪事故が発生した場合≫ 

 



事故発生時の対応手順 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　どのような状況で事故が発生したかを把握する  

 
　　　　 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※その場の応急処置 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　※その場の応急　　　　　　　　疼痛の程度と部位、出血の有無、顔色などの確認 
　　　　　　　　　　　　　　　　頭部打撲の程度と部位、出血の有無、顔色などの確認　　　　　　　　　　

　　　　　　　頭部打撲時は特に意識状態に注意して観察 
 
 
 
 
　　 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送迎時事故防止 

事故防止のための具体的対策 

 



・原則として２人体制で送迎を行う 

・シ－トベルトの着用、確認を乗車時に必ず行う。 

・職員が車を離れる場合はドアを閉め施錠する。 

・交通事情により遅れることもあることを事前に説明し了解して貰い、スピ－ドを出し　　　すぎない

よう注意して運転する。 

・車両の定期点検を確実に行う。 

・運転手が体調不良の場合、無理をせずに交代する。 

・送迎前後に人数確認をする。 

・送迎後に車の点検をする。 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　 

　　　 

 



 

 



 

公園での職員体制マニュアル 

旭ヶ丘公園 

トイレあり（冬季閉鎖） 

・原則２人以上での引率 

（子どもが１人の場合、職員一人での引率可←　何かあったときにすぐに連絡できるよう　体制を

整える。） 

・交通量が少ないとはいえ、公園前の路上駐車が多いため、道路横断の際は安全確認 

旭山記念公園　界川4丁目１－３ 

　原則、職員２人以上の引率での活動 

持ち物　→　救急セット 

トイレあり（冬季閉鎖） 

不審者出没時 

２人体制 

・公園で不審者が出た際リーダーが子どもたちを集め、場を離れる。 

・サブが不審者対応する。応援を求める。 

３人以上体制 

・リーダーが子どもを集め、サブとともに場を離れる。 

・そのほかの職員は不審者対応 

 

 


